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	応用
	抗原情報
	背景
	シトクロムP450ファミリー26サブファミリーBメンバー1（CYP26B1）ホモサピエンス この遺伝子はシトクロムP450スーパーファミリーのメンバーをコードします。シトクロムP450タンパク質はモノオキシゲナーゼであり、薬物代謝やコレステロール、ステロイド、その他の脂質の合成に関わる多くの反応を触媒します。コードされているタンパク質は小胞体に局在し、オールトランスレチノイン酸を特異的に不活性化してヒドロキシル化することにより、オールトランスレチノイン酸濃度の重要な調節因子として機能します。この遺伝子の変異は、橈骨上腕骨癒合症やその他の骨格および頭蓋顔面異常と関連しており、コードされているタンパク質のレベルの上昇はアテローム性動脈硬化性病変と関連しています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2013年4月],補因子：ヘム基,酵素調節：以下の基質に対して優先的に活性を示す：all-trans-RA > 9-cis-RA > 13-cis-RA,機能：レチノイン酸代謝において重要な役割を果たします。all-trans-レチノイン酸（RA）の特異的不活性化に関与し、4-OH-RA、4-oxo-RA、18-OH-RAなど、RAのいくつかのヒドロキシル化形態の生成を担います。,誘導：レチノイン酸による。,類似性：シトクロムP450ファミリーに属する。,組織特異性：脳、特に小脳と橋で高発現している。,
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	800倍希釈の抗体を用いたマウス脳細胞のウエスタンブロット分析。二次抗体は1:20000倍希釈した。

